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ンピンなどを配置したD これ以外には、大ザラ、サラ、ウーンマヌトゥーイなどがある D まず、
カンヌプンとは木製の四角い盆のことであり、タカブンといって足の高い盆であることが特徴





組ある O これをフジャラ、ユナウスともいう O サラは、木製の器を黒い漆で染色したものであ
り、中ザラともいう。ウーンマヌトゥーイとは、ナナムイの最高指導者であるウーンマの灯能
















































































































































宮原、狩俣などで行われている O ここでは、まず平良市編さん委員会編の[平良市史 第7巻資
料編5(民俗・歌謡)J (1987年)を参照し、各地の生徒願いの概要についてまとめてみたい。

























1972:226 -227 J 0
次に、西原のシートゥニガイの概要についての記述も複数ある〔赤嶺2001:101-102、川上
-50一
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化一沖縄文化協会創設40周年記念誌-Jロマン書房
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